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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人工呼吸器（１）の流路内に配置された測定管（８）に接続するための、パラメータを
測定するための複数の医療用の構成部材（１０～１４）のための、湿気およびバクテリア
阻止部材（２１，２２，２４，２５，２６）を備えた支持体（２０）において、該支持体
（２０）に少なくとも２つの湿気およびバクテリア阻止部材（２１，２２，２４，２５，
２６）が取り付けられており、前記湿気およびバクテリア阻止部材がそれぞれ、人工呼吸
器（１）内に適用された支持体（２０）において正確に各構成部材（１０～１４）の前に
配置されることができるようになっていることを特徴とする、湿気およびバクテリア阻止
部材を備えた支持体（２０）。
【請求項２】
　支持体（２０）が縦長の形状を有している、請求項１記載の湿気およびバクテリア阻止
部材を備えた支持体（２０）。
【請求項３】
　支持体（２０）の周部の表面がシール部材（２７）を備えており、シール部材が適用さ
れた支持体（２０）において測定管（８）に当接している、請求項１または２記載の湿気
およびバクテリア阻止部材を備えた支持体（２０）。
【請求項４】
　湿気およびバクテリア阻止部材（２１，２２，２４，２５，２６）がフィルタおよびま
たはダイヤフラムである、請求項１から３までのいずれか１項記載の湿気およびバクテリ
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ア阻止部材を備えた支持体（２０）。
【請求項５】
　人工呼吸器（１）において、測定管（８）とユニット（９）を備えており、該ユニット
に、固定的に取付けられた構成部材（１０～１４）が配置されており、かつ請求項１から
４までのいずれか１項記載による支持体（２０）が、測定管（８）とユニット（９）との
間に取り付けられていることを特徴とする、人工呼吸器。
【請求項６】
　支持体（２０）が変換可能である請求項５記載の人工呼吸器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、医療用の構成部材のための湿気およびバクテリア阻止部材（Feuchtigkeits-un
d Bakterienbarriere）であって、人工呼吸器の流路内に配置された測定器へ接続して取
付けられた形式のものに関する。
【０００２】
【従来の技術】
人工呼吸器が監視され、かつ制御され得るためには、医療用構成部材を用いて複数のパラ
メータが有利に呼吸側で測定される。医療用構成部材は有利にはユニット（上記の測定管
に接続された）内に固定的に配置される。医療用構成部材を呼吸空気、例えば薬品および
体液中の“不純物”から保護するために、測定管の入口に続けてフィルタの形の湿気およ
びバクテリア阻止部材を取付けることが知られており、フィルタはプラスチック製のマウ
スピース内に配置されている。このようにして大ていは敏感な医療用構成部材の加圧滅菌
が回避され得る。プラスチック製のマウスピースおよびフィルタは大ていは使い捨てであ
り、使用後に廃棄され、かつ新しい患者が人工呼吸器に接続される場合にフィルタを備え
た新規のマウスピースと交換される。この使い捨て品は病院にとって比較的大きなコスト
を伴い、かつ中でも環境への負荷となる。更にフィルタは呼気管路内に一定の流れ抵抗を
もたらす。フィルタは長期使用されると、詰まることがあり、これは高い流れ抵抗をもた
らす。これがまた肺内での高い圧力に導き、高い損傷のリスクをもたらす。
【０００３】
この問題を解決するためにヨーロッパ特許第０８４１０８３号においてフィルタを機能コ
ントロールするための方法と装置を見出し、そうして患者に問題が生ぜしめるリスクなし
に利用時間を最適化する試みがなされている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の課題は、人工呼吸器の流路内で流れ抵抗を惹起しない、比較的簡単で安価な、交
換可能な医療用構成部材のための湿気およびバクテリア阻止部材を提供することである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
上記の課題は本発明によれば支持体を有しており、該支持体に少なくとも２つの湿気およ
びバクテリア阻止部材が取付けられていて、それも各１つの湿気およびバクテリア阻止部
材が人工呼吸器内に適用された支持体において正確に各構成部材の前に配置されているよ
うに、取付けられていることによって解決される。
【０００６】
【発明の効果】
本発明による手段によって、測定管の入口でフィルタは支持体の適用がもたらす欠点を回
避される。本発明によって、測定管に接続して適用される医療用構成部材はそれぞれ個別
に適合された阻止部材を得ることができる。阻止部材は必要により構成部材に密着して、
または構成部材に距離を置いて適用することができる。阻止部材は、共通の支持体に適用
されていることによって必要により迅速に、かつ簡単に交換され得る。この形式の支持体
は構造が比較的簡単であるので、製作コストが低く保持され得る。
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【０００７】
米国特許第５４１９３２６号には超音波流量計が記載されており、これでは送信器と受信
器が互いに間隔を置いて管状の測定室の軸線に対して斜めに配置された測定区間に沿って
配置されている。衛生を保証するためには、各新規の患者との関連で滅菌インサート管が
測定室内に導入される。滅菌管は測定窓を備え、窓は、これらが開口を介して測定室内に
位置するように適合せしめられている。測定窓内にはダイヤフラムが配置され、これらは
超音波信号については透過性であるが、湿気とバクテリアには被透過性であり、そのため
超音波信号は測定区間に沿って滅菌インサート管を通過し得る。これによって病院職員が
各使用後に流量計を高圧滅菌しなければならないということは回避される。それというの
も特に超音波送信器および受信器ユニットは流量計内の敏感な部材であるからである。ダ
イヤフラムは超音波送信－および受信ヘッドに距離を置いて配置されている。超音波信号
が送信－もしくは受信ユニットへ到達し得るためには、信号は先ずダイヤフラムを、次い
で比較的大きな空隙を通過しなければならない。このダイヤフラムから比較的大きな空隙
への移行は高い音響インピーダンス、すなわち高い音波屈折に導くことがある。これは比
較的大きな音響損失に導くことがあり、そのために容認できない低い音波信号が送信－も
しくは受信ヘッドに達する。この問題の解決は、ダイヤフラムを超音波送信－および受信
ヘッドに密着させて取付けることである。このような手段（未公開のスウェーデン国特許
出願第９８０１００７号に記載されている）では、ダイヤフラムは滅菌インサート管へも
はや取付けられず、直接送信－および受信ヘッドに固定される。
【０００８】
できるだけ良い測定結果を得るためにダイヤフラムまたはフィルタが各構成部材に密着す
るように取付けられなければならない要求を持つ他の医療用の構成部材がある。米国特許
明細書の対象における阻止部材のための支持体は測定室内へ移動可能および配置可能であ
るので、阻止部材を医療用の構成部材に密着させて取付けることは測定室の肉厚に基いて
困難である場合がある。米国特許明細書では２つの阻止部材が滅菌管に取付けられている
が、これら２つの阻止部材は単に唯一の医療用構成部材に関して設けられているにすぎな
い。
【０００９】
測定管と固定的に取付けられた構成部材が配置されたユニットとを備えた、冒頭に記載の
形式の人工呼吸器で、本発明による支持体が測定管とユニットとの間に取付け可能である
。支持体の配置によって必要な場合には上記の阻止部材は構成部材に密着するように取付
けることができる。
【００１０】
ユニット内の構成部材は通常１列に順次配置されているので、支持体は有利に縦長の形状
を持つ。支持体の横断面プロフィールは有利に測定管の外プロフィールに適合されている
。支持体は有利にプラスチック材料から製作される。
【００１１】
本発明の有利な展開形においては、支持体の周部表面がシール部材を備えており、シール
部材が適用された支持体で測定管に対して当接可能である。これによって測定管からガス
が漏れ出ないことが保証される。
【００１２】
支持体は本発明によればフィルタおよびまたはダイヤフラムである。
【００１３】
上述のように本発明による支持体は有利に交換可能である。これによりそれぞれ新しい患
者に対して新規の支持体を取付けることができる。
【００１４】
【発明の実施の形態】
図１に人工呼吸器（ベンチレータ）１が示されている。人工呼吸器には患者２が接続され
て、供給された呼吸ガスを受取る。一緒に呼吸ガスを形成するガスはベンチレータ１へガ
ス接続部３，４，５を介して供給される。吸気において呼吸ガスは吸気導管６を介して患
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者２へ導かれる。呼気では呼吸ガスは患者２から呼気導管７およびベンチレータ１を経て
周囲、大ていは図示されない集合容器へ導かれる。呼気導管７内に測定管８が配置され、
測定管はユニット９（医療用構成部材を含む）と結合されている。
【００１５】
図２には測定管８とユニット９が図１に比べて拡大された縮尺で示されている。医療用の
構成部材はユニット９内に固定的に配置されている。この実施例ではユニット９は圧力発
信器１０、超音波流量計（Ultraschallflussmesser）１１、二酸化酸素測定器１２、酸素
センサ１３および温度計１４を含む。構成部材は１列に順次配置されている。構成部材１
０～１４は測定管８の壁内の開口１５～１９を介して測定管８の内部と結合されている。
構成部材１０～１４が“不純にされた”呼吸空気によって汚染されるのを回避するために
測定管８と構成部材１０～１４との間に湿気およびバクテリア阻止部材が配置される。阻
止部材は、各阻止部材が正確に各１つの構成部材１０～１４の前に配置されるように共通
の支持体２０（例えばプラスチック製のディスクの形状）上に取付けられる。阻止部材は
圧力発信器１０のためにはバクテリアフィルタ２１であり、超音波流量計１１については
シート２２（これは有利に測定ヘッド２３に密着する）、二酸化炭素測定器１２について
は窓、酸素やセンサ１３については透明シート２５、および温度計１４については金属シ
ート２６である。
【００１６】
支持体２０の交換に際して有利にはユニット９が測定管８から取除かれる。支持体２０は
阻止部材２１，２２，２４，２５，２６と一緒に測定管８から取除かれ、かつ目的に適っ
た新規の支持体２０と交換される。この後ユニット９は医療用の構成部材１０～１４と一
緒に再び所定の場所に適用される（appliziert）。支持体２０の周部表面は有利にシール
部材２７を備え、シール部材は支持体２０の適用された状態で測定管８に当接する。シー
ル部材２７はガスが測定管８から漏れるのを阻止する。この実施例ではシールリングも開
口１５～１９の周囲に配置されている。図１には開口１５のために１つのシールリングが
符号２８で示されているにすぎない。
【００１７】
図３は支持体２０の平面図であり、阻止部材２１，２２，２４，２５，２６が１列に順次
配置されていることを示す。図３にはシール部材２７も示されており、シール部材は支持
体２０の周部の表面に沿って配置されている。
【００１８】
もちろん本発明の枠内で多少の医療用の構成部材がここに挙げられた物としてユニット内
に適用され得る。更に構成部材はこの例で示されているように１列に前後に配置する必要
がないことはもちろんである。本発明による、（湿気－およびバクテリア阻止部材を備え
る交換可能な支持体を得、これらの阻止部材がそれぞれ人工呼吸器に適用された支持体で
正確に各１つの構成部材の前に配置されることが重要である。阻止部材は支持体の測定管
とユニットとの間への適用によって必要により有利には各医療用の構成部材に密着して取
付けられ得る。
【００１９】
本発明により、人工呼吸器の呼気流路内における流れ抵抗の発生が回避される。本発明の
もう１つの主要的利点は、阻止部材に共通の支持体によってすべての医療用の構成部材の
ための阻止部材が簡単な形式で同時に交換され得ることである。
【図面の簡単な説明】
【図１】測定管と呼気導管に接続配置される医療用構成部材のためのユニットとを備えた
人工呼吸器の略示図である。
【図２】測定管の縦断面図と、略示された医療用構成部材と、これらの間に本発明による
湿気およびバクテリア阻止部材のための支持体を示した図である。
【図３】図２による支持体の平面図である。
【符号の説明】
１　人工呼吸器、　２　患者、　６　吸気導管、　７　呼気導管、　８　測定管、　9　
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ユニット、　１０，１１，１２，１３，１４　医療用構成部材、　２０　支持体、　２１
，２２，２３，２４，２５，２６　湿気およびバクテリア阻止部材、　２７　シール部材

【図１】

【図２】

【図３】
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